
平成１１年度天敵等による害虫防除モデル事業成績書

宮崎県病害虫防除所

１．目的

施設水耕栽培トマトにおいて、マメハモグリバエの天敵利用技術及び非散布型コ

ナジラミ防除剤（ラノーテープ）によるコナジラミ類の防除について実証する。

２．方法

（１）圃場 宮崎市池内 Ａ氏農家圃場

（２）面積 天敵利用区 １５００㎡

（３）耕種概要

品種：中玉トマト

定植：平成１１年８月２８日（天敵利用区）

（４）利用天敵

イサエアヒメコバチ、ハモグリコマユバチ

（５）薬剤および天敵の使用

天敵放飼日：定植日の８月２８日、９月３日、同１０日、同１８日

コナジラミ類の防除については、ラノーテープを設置した。

放 飼 量：イサエアヒメコバチ：１８７頭／１５ａ／回

ハモグリコマユバチ：１８７頭／１５ａ／回

ラノーテープ：４０ｍ×１２列

（６）調査方法：マメハモグリバエは予めマークした２０株について被害葉を調査

した。コナジラミ類は予めマークした２０株について寄生幼虫数を

調査した。下葉の摘葉は平成１２年１月中旬より行った。

（７）調査期間：平成１１年８月２４日から平成１２年３月２７日

３．結果の概要

（１）マメハモグリバエによる被害小葉率は、定植後２ヶ月から増加したが、１０

％以内の被害小葉率に抑えることができた （図１）。

（２）黄色粘着板によるマメハモグリバエの誘殺数は、１１月中旬から増加をはじ

め、１２月１７日には１５１頭が誘殺された。被害小葉率も７．１５％と高ま

ったため、１２月１８日にトリガード液剤を散布した。１月６日には調査期間

中最多の９１９頭が誘殺されたが、その後は減少した （図１）。

（３）黄色粘着板によるコナジラミ類の誘殺数は、調査期間をとおして低く推移し、

低密度に抑えることができた。コナジラミ類の寄生幼虫については、確認でき

なかった （図２）。

（４）対象害虫以外の発生状況

定植後からトマトサビダニが発生し、１１月中旬以降被害が目立ち始めたた

め、１１月下旬にケルセン乳剤４０を散布した。

１月下旬から、黄色粘着板にアザミウマ類が多数誘殺されるようになり、２

月に入ってからは被害葉が目立ち始めたため３月７日、１４日にマッチ乳剤、

３月２１日、２５日にモスピラン水和剤、４月６日にカスケード乳剤を散布し

た。アザミウマの種については、ダイズウスイロアザミウマが主体であった。



４．農薬費の概算、使用回数

別表のとおり

５．考察

天敵及びラノーテープに対する農家の意見としては、労力の軽減、農薬散布によ

る自己被曝の軽減、減農薬栽培の観点から高い評価が得られた。しかし、一方で殺

虫剤の散布が制限されてくるためアザミウマ類、アブラムシ類、サビダニ等対象害

虫以外の害虫の発生が増加することが問題となる。このため、害虫の防除を天敵だ

けに頼るのでなく、化学農薬（殺虫剤）と組み合わせて、天敵の対象害虫以外の害

虫の発生も抑えたいということであった。

今後の課題としては、

①天敵及びラノーテープの資材費の低減

②対象害虫以外の害虫の発生の抑制

③減農薬栽培もしくは天敵利用栽培作物としての販売経路の確立

図１）ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴの誘殺数及び被害小 図２）コナジラミ類の被害小葉率
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